国分アンビシャス広場開設から３年を省みて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育委員　藤田 弘毅

　私は、福岡県が実施しているアンビシャス運動の地域推進委員として運動を県下に普及する活動を行うとともに地元で国分アンビシャス広場を開設し運営にも関わってきた。今回は、アンビシャス運動を始めた経緯、国分広場３年間の運営状況を述べ社会教育委員としての報告としたい。

１　国分アンビシャス広場を始めたいきさつ　

　平成１１年、福岡県は、社会問題化している青少年問題を解決するために新たな運動の検討を開始した。当時、私は県に勤務していたため運動の検討段階から加わることができた。検討は２年間にわたり、江崎玲於奈、河合隼雄氏などの著名人の意見を聞くことから始めた。最後は県民で構成する１００人委員会で議論し、運動の方針として１２の提案をまとめた。そのときに整理した青少年問題の現状と原因を運動の目的を明確にするために簡単に触れておきたい。

①　青少年問題の現状　

・　全般的に子ども達の持っている能力が発揮されていない。　

・　切れる、ひきこもり、少年犯罪、シンナー等乱用、不登校、早期離職、引き

　　こもりなどの問題発生

・　自主性、耐性、規範意識の欠如、コミュニケーション能力不足などの問題

②　原因　　

・　少子化、核家族化のなかでの過干渉、放任など家庭の教育力の低下

・　結果平等、偏った評価など教育上の問題

・　子供たちだけで社会をつくり遊ぶ体験の不足（PCゲームなど遊びの普及）

・　地域のコミュニティがなくなり、多くの大人との交流、体験の不足

２　アンビシャス広場の募集　

　１３年度、12の提案に基づき県・学校・地域・団体それぞれに運動がスタートした。提案のひとつに「地域ぐるみで子どもを育てよう」の項目があり、それを実践するためのアンビシャス広場を開設する地域を募集した。アンビシャス広場は子ども達が集まり、異年齢で遊び、地域の大人ともふれあい、子育てのサポートも出来るようにする子どもたちの居場所である。子どもたちは、おもいっきり遊び、ストレスを解消し、人間関係能力をつけそして地域のコミュニティづくりにも役立たせようというものである。

３　国分アンビシャス広場の開設とこれまでの取り組み　

関係者として県内各地に広場の開設をお願いした手前、私自身も地元国分区で広場を開設を試みた。まず、国分区長に区の評議委員会で広場事業について説明させてもらいたいと申し入れた。その結果、地域の厳しい現実に驚かされることになった。区長の回答は、「市のほうから何も言ってきていないし、話を聞くのは出来ない」との回答であった。そして「地域活動の盛んな大野城市でやったらどうか」と言われた。公民館活動も硬直化していることが分かった。

しかし、それを聞いた数人の有志が立ち上がってくれた。そして国分ヶ丘集会所の土曜日は地域の囲碁クラブが使用していたがアンビシャス広場のために明けてくれた。そのようなことから個人グループで開設することになった。１３年度は県内６２箇所で始まったが、ほとんど公民館が開設するものであり、国分広場だけは自治会の協力を得られない特異な広場のスタートとなった。

①　国分広場のオープン　
　１３年７月、地域の十数人の有志で国分アンビシャス広場委員会（初代門田直樹会長）を設立し広場の開設にこぎつけた。このボランティアのメンバーは、地域のゴルフグループと健康体操のグループが中心となり、文化ふれあい館の協力もあり構成されたものであり、地域のコミュニティ考える上で貴重な体験となった。

②　開設当初の取り組みと子どもたちの状況　

　広場は、子どもたちを集めるのが第１の課題である。他の広場は、行事をいれて子ども達を集めているなかで国分は、行事を入れなくて子どもたちが集まるように、毎月、全世帯にビラの配布、出席カードなどの作戦で子どもたちは毎回１５人から５０人は集まるようになった。カードを作り登録した子どもたちは今では400人を超えるまでになった。開設当初の子どもたちは、次のような状況であった。

・　受身の子どもたちが多く何かをしてくれることを待っている状況がみられた。

・　同級生とは遊ぶが、小さい子、知らない子とは遊ばない。まとめるリーダー

　がいない。

・　切れる子が多い。人の言動を気にする子が多い。いじめを気にしている。

・　コンピューターゲームが大好き。塾、おけいこ事など忙し過ぎる。

・　全般的に良い子になろうとして子供として自然な姿が見えない子が多い。

　広場では、いろんな遊びを仕掛けた。しかし、一緒に遊んでいるときは喜ぶが、子どもだけで自主的にそれも異年齢で遊ぶことは出来ない状況が続いた。なにもしないと同級生でサッカー、フットベースなど限られており、ゲームを持ってくる子も多かった。

③　その後の取り組み　

　遊びに、和ごまを取り入れると異年齢の集団ができ自主的に遊ぶようになった。そして一緒に遊べなかった子が黙々とこまを練習してみんなの中に入って行くというような光景が見られた。国分から始まった和ごまのゲームは今県下に広がりを見せており天満宮の大会まで発展した。

　学校完全5日制が実施されたために14年7月に広場に「アンビシャス塾」を併設した。これは土曜の午前中に希望する子どもたち約30人を預かり海外青年協力隊の体験談、読み聞かせ、歴史・科学のビデオ鑑賞、工作などの体験をさせるものであり、自由参加の広場と違い、地域の人が子どもたちにいろんなことを教えるものである。

　この塾は広場の活性化にも寄与している。１６年度からボランティア、保護者、地域の人に呼びかけ「井戸端会議」を月一回開催している。

④　子どもたちの変化　

　子どもたちは、和ごまを取り入れてから異年齢で生き生きと遊ぶようになった。一部こまに興味のない子どもは、ボール遊びなどをいろんな子どもと出来るようになった。ただし、こまの導入とともに女子の高学年はなにをしていいか分からないという状況がつづいている。

　広場に来るこどもたちは、表情が変わっていくのが分かり広場の効果をハッキリと感じさせられる。広場で異年齢でつながりが出来た結果、広場以外の公園等で子ども達が遊ぶ姿が見られるようになった。

　広場に来る子どもの保護者にアンケートを行なった結果では、「良く食べるようになった」「良く眠るようになった」「ゲームをする時間が減った」「わがままが減った」「異年齢の子どもと遊べるようになった」などの回答を得た。

⑤　地域の変化　
　保護者は、広場を通じて同級生の親だけではなくいろんな人と知り合えてよかった。地域の人は、アンビシャス広場をかなり認識したようであり、ボランティアの申込みも増えてきた。

　国分広場では子育て中の保護者にはボランティアは求めないが行事のときは手伝う保護者が多くなった。地域コミュニティづくりの効果も出ている。

４　最後に

　国分アンビシャス広場も満３年になる。その間広場として理想に近づくために試行錯誤してきた、その結果、国分広場が優秀広場（県内２広場）として知事表彰を受けた。

　太宰府市内では、市の職員の努力もあり、昨年は三条とつつじヶ丘、今年は南小学校と青葉台にアンビシャス広場ができ5広場となる。県内の広場は、今年200箇所は越える予定である。但し、13年度から始めた国分広場は県の助成は今年度で終わる。今後広場の継続はどうするのか、市、地域の課題である。

　県内の青少年は、厳しい状況が続いている。昨年の福岡県の検挙補導された刑法犯少年は12,134人（昨年は8,613人）になり、人口比では全国1位になった。シンナー乱用者も814人は4年連続全国1位である。15年度県内の小中学校の不登校は5091人である。

　これは一部の子どもたちであるが、全体に問題があり弱い部分が現れているのではないかと言われている。小学生の段階では皆いい子であり、どこが問題か分からない。しかし、「友達にイライラしたり、むかつくことがよくある・時々ある」（小５・６）71,0％（北九州市教委）などいろんな調査結果では警告を発している。

　今ほど地域の教育力の復活が望まれる時はない、社会教育委員の役割は大きい。
